
142

短　報

南　　紀　　生　　物

第39巻　第2号　別　刷

Reprinted from

NANKISEIBUTU : The Nanki Biological Society

Vol. 39,　　No. 2

Nov. 1 99　7

和歌山県白浜町で採集された本州初記録のキカモヨウウミウシ
(軟体動物門,腹足綱,後鯉亜綱,イロウミウシ科)

森　　敦史*・田名瀬英朋*・久保田　信*・潰谷　　巌**

Atsushi Mori*, Hidetomo Tanase , Shin Kuboda* and Iwao Hamatani : First record of a nudibranch,

Chromodoris geometrica (Mollusca, Gastropoda, Opisthobranchia, Chromodorididae) from Shirahama, Honshu, Japan

1996年8月29日,著者らは和歌山県白浜町の塔島渡り

ロ付近の潮だまり(水深約1m)において,壁面を這う

美しいウミウシ1個体を発見した。この個体は,その特

徴的な体色によって,キカモヨウウミウシChromodoris

geometrica (Risbec, 1928)に同定された0本種の模式

産地はニューカレドニアで,インドー太平洋の熱帯域に

広く分布している(Risbec, 1928; Gosliner^ォ/., 1996)。

日本での分布は奄美以南となっている(漬谷, 1994)が,

今回の記軌ま本種の分布域の北限の更新となるため,こ

こに報告する。

今回採集された個体は,生時の体長が約4cmあり,

本種の最大体長(潰谷1994, p. 161参照)に達して

いたといえる。もし本個体が幼生時に着底して生長した

ものであれば,熱帯系の種類が田辺湾で十分生長できた

ことになる。

本個体の地色は薄紫色で,肉帯背面に黒紫色の網目模

様が左右対称に入り,網目の中にはそれぞれ2-数個の

白色の小隆起がある。肉帯前方には縁に沿って白色の色

帯がある。また肉帯の周縁は紫色である。 2本の触角と

8本の鯉はともに基部が白く,それぞれ先端にいくほど

ライムグリーンに濃く染まる。腹足は全体的に白色であ

図1　キカモヨウウミウシ,背面

Fig. 1 Chromodons geometnca, dorsal view.

る。これらの色彩的特徴のうち,色彩のパターンは,従

来知られているキカモヨウウミウシの特徴とよく一致す

るものの,体全体の色合いは多少異なっている。潰谷

(1994)やGosi-iner etal. (1996)が示した個体は全体

的に褐色がかっているのに対し,本個体は全体的に紫が

かっていた。本種の体色には,個体間もしくは地域間で

多少の色彩的変異があるのかもしれない。

なれ　これ以降,本種は白浜町番所崎周辺では再発見

されていない。
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図2　キカモヨウウミウシ,側面

Fig. 2　Chromodons geometrica, lateral view.
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